
61007　子ども・地域と防災(防犯)教育

Education of Disaster Prevention for Children and Community

2014年度 前期　火曜1限

担当講師　佐々木貴子，酒井多加志，藤本将人，境　智洋，小松丈晃，渡壁　誠，今　尚之

○　授業内容

　 教員として，子どもたちに災害や防災について指導するために必要な，基礎的なことがらを，講義とワー

クショップで学び，防災の視点を獲得する教員を志望する学生のための教員養成教養科目です。　

○　授業の目標

　 災害が発生すると，子どもたちが命を落とす痛ましい出来事が繰り返されています。それは，防災という

視点が薄く，自分の命は自分で守るという基本的な意識やそれに関する知識も十分に教えられていなかった

ことに起因しています。 

　 子どもたちに，命の大切さ，人と人とのつながり，きづなの必要性を教え，子ども自身はもとより，家

族，そして地域の人々の生命や生活を，安全に守るために必要な能力や態度を育成することが，これまで以

上に求められています。 

　 さらに，学校は，災害時には地域住民の避難先となります。もちろん日々の指導の中で，子どもに命の大

切さを教えると共に，子どもの命を守る役割も担っています。したがって，子どもの命を守り，地域の安

心・安全確保へのまなざしは，教師として常に持ち続けなくてはなりません。 

　 以上から，本授業は，特に教員を志望する学生を対象に，全学連携科目として，教師として持つべき防災

の基礎的な知識を得ることを第一の目標とします。そして，「備えあれば憂いなし」といわれるように，日

ごろの防災に向けた実践力を身に付けることを目指します。本授業は，ESD（持続可能な社会に向けた教

育）でもあります。

○　到達目標

　① 教員として，防災への眼差しを持つことの重要性を理解し，自分の言葉で表現できる。 

　② 災害の種類，地形と災害との関係，災害への対応を知り，簡単な説明ができる。 

　③ 「自助・共助・公助」を理解し，説明ができる。 

　④ 災害時における学校の役割と教員のあり方を理解する。 

　⑤ 各教科における災害・防災の取り扱いについて理解する。 

　⑥ 防災の視点から街並みや地域の営みを知り，検証する活動方法を理解し，自ら実践できるように

なる。

○　授業計画

　 授業は，Ａパート「災害を知り，防災と教育を理解する」，Ｂパート「フィールドワーク（防災まち歩

き）」の二部構成です。講義（教室での受講）と体験学習（演習）の組み合わせで行います。

・Ａパート「災害を知り，防災と教育を理解する」：（１～11回） 
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　 教師として防災への眼差しを持つことの重要性を理解します。災害の種類や災害の実態，被災体験談など

から，災害や災害時に子どもたちがおかれる環境を学び，地図を読み解く講義と演習をとおして，地形と災

害との関係，災害を防ぎ被害を少なくするための工夫や施設，情報のあり方などを知り，考えます。

　 また，防災の基本として「自助・共助・公助」を理解し，大人と子どもがともに地域（コミュニティ）を

育てる（創る）ことの意義などを学びます。そして，災害時における学校の役割と教員のあり方を知り，各

教科における災害・防災の取り扱い方について学びます。

・Ｂパート「防災を体験する」：（12～15回） 

　 フィールドワークとして防災の視点からまち歩きを体験し，講義を振り返ります。そこでは，それぞれの

講義を通して学習した内容を関連付け，防災マップを作成します。さらに，双方向遠隔授業システムを用い

た，キャンパス間を結んだふりかえりの授業によって，防災の視点による街並みや地域の営みへのまなざし

を獲得する，体験的な学びによって，理解を促進し，実践力を身につけます。

・授業の進み方

１． ４月１５日（火）　ガイダンス（佐々木貴子，酒井多加志，渡壁誠，今 尚之）【①，④】

　 授業のあらまし，成績評価や講師の紹介，受講人数制限について， 防災（防犯）教育の意義，教員を目

指す学生として持つべき視点など

　 なお，７月にフィールドワークを行ないます。時数調整のため，第２回目は５月９日（金）（火曜授業

日）となります。その間，授業のメイキング（予習）として，別紙案内の課題に取り組みます。

２． ４月２２日（火）　日本の国土と災害　榎本　弘（札幌管区気象台調査官）【②，⑤】

　日本の国土がおかれている自然環境，自然災害の種類とその原因について

３． ４月３０日（水）　休講（フィールドワーク分の時間調整のため）

４． ５月　９日（金）　災害と地域や子どもたち　吉井厚志（国立寒地土木研究所）【②，④】

　水害や火山災害を事例とした被災の状況や復興，防災事業などについて

５． ５月１３日（火）　災害と防災，防災への取り組み　今　尚之（北教大札幌）【②，⑤，⑥】

　災害，防災の定義。国土の活用と災害を防ぐ取り組みなどについて

６． ５月２０日（火）　地図を読み解く（１）　酒井多加志（北教大釧路）【 ②，⑤，⑥】

　地図から理解する災害と防災（１） 

７． ５月２７日（火） 　地図を読み解く（２）　酒井多加志（北教大釧路）【 ②，⑤，⑥】

　地図から理解する災害と防災（２）

８． ６月　３日（火）　コミュニティと防災　 小松丈晃（北教大函館）【 ③，④，⑤】

　コミュニティや町内会など共助に関わる組織やその役割理解。自主防災組織の意義や役割などについて

９． ６月１０日（火）　防災教育と社会科　藤本将人（北教大釧路）【⑤】
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　社会科と防災教育。学習指導要領，教科書での防災や災害の扱いなどについて

10． ６月１７日（火）　防災教育と理科　境　智洋（北教大釧路）【⑤】

　理科と防災教育。学習指導要領，教科書での防災や災害の扱いなどについて

11. ６月２４日（火）　防災教育と家庭科　佐々木　貴子（北教大札幌）【⑤】

　自助・共助と防災， 家庭科と防災教育。学習指導要領，教科書での防災や災害の扱いなどについて

○　７月　１日（火）　中間試験

　 プリコード式あるいはキーワードなどを記述する形式で，初回から10回までに獲得した知識を確認しま

す。フィールドワークに向けた学習のレディネスを確認するもので，合格しないとフィールドワークに参加

できません。

12. ７月　８日（火）　フィールドワーク事前指導　佐々木貴子，酒井多加志，渡壁誠，今 尚之【①，

⑥】

　 各キャンパスごとに実施する。フィールドワーク参加者による地図づくりなど。事前指導に出席しないと

フィールドワークに参加できません。

13～14． ７月１２日（土） フィールドワーク Ａ日程・釧路校　8:50～15:30

 ７月１３日（日） フィールドワーク Ｂ日程・札幌校　8:50～15:30

 ７月１９日（土） フィールドワーク Ｃ日程・旭川校　8:50～15:30

      佐々木貴子，酒井多加志，渡壁誠，今 尚之【①，⑥】

　受講者は，Ａ日程，Ｂ日程，Ｃ日程いずれかを選び，どの日程で参加するか，事前指導までに決定し，必

ず出席します。

　 フィールドワークの実施要項は別途配布します。フィールドワークの内容は，１）災害イマジネーション

ゲームの体験，２）防災の視点による街点検等です。

15． ７月２２日（火） フィールドワークのまとめとふりかえり 佐々木貴子，酒井多加志，渡壁誠，

今 尚之【①，⑥】

　 フィールドワークでの学びをふり返ります。札幌会場，旭川会場，釧路会場それぞれの学びを発表しあい

共有します。

※【】内の○囲み数字は，到達目標の○囲み数字によって示された到達目標項目と対応です。

○　成績評価

　到達目標①～⑥すべてで一定の成果を求めます。 

　 到達目標②～⑤については，各講義後に中間試験および各先生によって出題される課題により評価を行い

ます（50%）

　 到達目標①および⑥については，フィールドワーク終了後のふりかえりレポート（15%）と，まとめのふ

りかえり終了後の総括レポート(35%)により評価を行います。
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　欠席は，実習，就職活動，伝染性の疾患などやむを得ない場合以外は認めません。欠席がある場合，該当

する目標の評価は行われません。

 フィールドワークは，グループワークで行うために，欠席した場合代替措置がとれません。そのため，欠席

した場合，成績評価の対象外となります。　

○　テキスト

　授業はプリントを配布します。量が多くなるのでファイルを用意し，毎回とじてください。

　また，担当教員によって授業中に使用する用具などの指示があります。忘れずに対応をしてください。

○　参考文献

　 内容をより理解するために，以下の参考書やサイトをお薦めします。このほか，授業中にも紹介をしま

す。

• 伊藤和明著：「日本の地震災害」,岩波新書 

• 土木学会編：「日本に住むための必須！！防災知識 小学校高学年」，土木学会

• 土木学会津波研究小委員会編：「津波から生き残る－その時までに知ってほしいこと－」，土木

学会

• 土木学会地盤工学委員会・斜面工学研究委員会編：「知っておきたい斜面のはなしQ＆A－斜面

と暮らす－」，土木学会

• 土木学会地盤工学委員会・斜面工学研究委員会編：「家族を守る斜面の知識－あなたの家は大丈

夫？－」，土木学会

• 土木学会地震工学委員会・地震防災技術普及小委員会編：「地震災害マネジメント－巨大地震に

備えるための手法と技法－」，土木学会

• 土木学会誌編集委員会編：「土木学会誌叢書9 これからの安全･安心－災害情報を生かす－」，

土木学会

• 山下亨編著：「トイレが大変！増補版 阪神・淡路大震災と新潟県中越大震災の教訓」「心の救

援 海外編災害救援新時代」，近代消防社

• 河田　惠昭著：「これからの防災・減災がわかる本」，岩波ジュニア新書，2008（平成20）年

• スベンドリニ　 カクチ著：「あなたにもできる災害ボランティア―津波被害の現場から」，

2005（平成17）年

• 岩田一彦編著『”エネルギー問題”をめぐる論点・争点と授業づくり』明治図書，2005年

• 若林幹夫：郊外の社会学―現代を生きる形 (ちくま新書) 

• 吉村昭：三陸海岸大津波，文春文庫

• 吉村昭：関東大震災，文春文庫

• せおまさし　文，藤田夏代子　絵：『地震のこと　はなそう』，自由国民社

• 国立国会図書館 ISSUE BRIEF NUMBER 736(2012. 2. 7.) 東日本大震災からの学校の復興―現

状と課題―

• 内閣府・防災情報，http://www.bousai.go.jp/

• 独立行政法人　防災科学技術研究所，http://www.bosai.go.jp/
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• 自然災害を学ぶ，http://www.bosai.go.jp/activity_general/

• 災害の発生原因や被害についての説明パンフレット，http://www.bosai.go.jp/study/

inspect/collect/index.html

• 自然災害情報室（自然災害・防災に関する情報発信や自然災害を学ぶWeb講座，防災テキス

トブックなど），http://dil.bosai.go.jp/index.html

• 日本の地震活動立体模型「震源くん」，http://www.hinet.bosai.go.jp/Shingenkun/

• 防災科学技術研究所　 自然災害情報室「防災教育コレクション」（研究所所蔵の500点以上

の防災や災害に関する絵本，児童書，紙芝居，カルタなどの目録），http://dil.bosai.go.jp/

documents/education/index.html

• 政府インターネットテレビ51ch　 防災チャンネル，http://nettv.gov-online.go.jp/prg/

prg5229.html?c=51

• 国土交通省気象庁気象統計情報（過去の気象データ，日々の天気図，過去の台風の資料，地震・

津波の各種資料など），http://www.jma.go.jp/jma/menu/report.html

• 国土交通省防災情報提供センター（火山噴火，風水害などの情報や，日本各地のハザードマ

ップのリンク集，防災知識リンクなど），http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/

• 札幌市「冬を学ぶ・知る」（札幌ゆきだるマンプロジェクト公式ホームページ，冬の札幌暮ら

し・文化，冬のまちづくり活動事例集，さっぽろ雪の絵本，まんがさっぽろ雪の絵本，わたした

ちのくらしと雪（子供向け），動画でみる除雪作業，除雪のあゆみなどの豊富な内容が提供され

ている），http://www.city.sapporo.jp/kensetsu/yuki/fuyu/index.html

• さっぽろ雪の絵本，http://www.city.sapporo.jp/kensetsu/yuki/ehon/index.html

• 札幌ゆきだるマンプロジェクト（ゆきだるマンを主人公にした除雪などの啓発アニメーショ

ン番組の提供），http://yukidaruman.jp/

○　オフィス・アワー

　各先生方への連絡は，電子メールが便利です。

　　佐々木貴子　（札幌校） sasaki.takako@s.hokkyodai.ac.jp

　　酒井　多加志（釧路校） sakai.takashi@k.hokkyodai.ac.jp

　　藤本　将人　（釧路校） fujimoto.masato@k.hokkyodai.ac.jp

　　境　　智洋　（釧路校） sakai.chihiro@k.hokkyodai.ac.jp

　　小松　丈晃　（函館校） komatsu.takeaki@h.hokkyodai.ac.jp

　　渡壁　誠　　（旭川校）　watakabe.makoto@a.hokkyodai.ac.jp

　　今　　尚之　（札幌校） lecture2014@mail.momonga.gr.jp

備考（履修条件・履修上の注意等）

【フィールドワーク日程】 

「フィールドワーク（防災まち歩き）（Ｂパート）」の演習は，教員４名（佐々木，酒井，渡壁，今）が札

幌，旭川，釧路の各校に出向き，午前 8:50～午後 15:30（予定）まで実施します。

　具体的なプログラムや準備することなど，詳細は受講人数が決ってから改めて連絡します。
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【フィールドワーク事前指導】

　フィールドワークの事前指導を欠席した場合にはフィールドワークには参加できません。

　フィールドワークに参加しない。あるいは，欠席した場合には成績評価対象外となります。

【フィールドワークの心構え】

　 フィールドワークは協同で学ぶことにより，それまでの学習内容を深め，発展させるものです。グループ

での活動に参加していないと判断される場合には，以後の受講をお断りします。

【授業のお知らせ】

　 インターネットのホームページから授業の案内をします。http://lab.momonga.gr.jp/lecture/　 にアクセ

スして，各自確認をしてください。携帯電話用のサイトもありますので，上記アドレスで設定などをしてく

ださい。

【やむを得ない事情による欠席対応】

　 やむを得ない事情で欠席した場合の補講対応は，各先生方によって異なります。「部活の試合」などで欠

席届を出しても，カリキュラム委員会による正式な書類ではないので，受け付けません。したがって，補講

の対象とはなりません。

　 札幌校での基礎実習，新入学生宿泊研修で欠席した場合には，可能な講義については補講対応をします。

なお，補講を正当な理由なく欠席する場合には，中間試験を受けることができません。

　補講の実施については，基礎実習や新入学生宿泊研修の日程が決まり次第案内をします。
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